
令和７年度   たけのこ保育園 自己評価表 

 

【評価 A：大変良い B：良い C：一部検討が必要 D：改善を要する】  実施日：令和８年３月 

 

項目 内容 評価 特記事項 

保
育
基
本
理
念
と
保
育
実
践 

園の保育方針、保育目標を職員が把握できている B ・新規園でさまざまな経験値の職

員が一丸となり進めてきた。新し

い環境の中で作り上げていく取り

組みを積み重ね、日々の保育の振

り返りをしていき、それらを踏ま

えて次に活かすことを今後も、継

続的に行えるようにしていきた

い。 

・園内研修で「環境」を大きく捉

えて考えてきたが、「主体となって

活動できる環境」を考えていきた

い。 

子ども一人ひとりの人格を尊重し、主体性を大切に

した保育をしている 

B 

各年齢の発達段階を理解し、それぞれの年齢や個々

に留意した指導計画を作成している 

B 

指導計画に基づく実践を振り返り、評価し、その結

果に基づき、保育の改善をしている 

C 

子どもが主体となって活動できる環境が整備されて

いる 

C 

行事については、過去の評価や反省を反映した計画

実施をしている 

A 

家
庭
及
び
地
域
と
の
連
携
・
子
育
て
支
援 

コドモンを利用して園の様子を伝えたり家庭での様

子を伝えてもらったりし連携を図っている 

A  

 

 

 

 

 

・場所がわかりずらいようで地域

での認知がまだまだ低く感じた。

今後知らせていける機会を持つよ

うにしたい。 

懇談会や個別面談、個別相談を実施している 
A 

 

保護者アンケートを行い保護者のニーズ・意向の把

握を行っている 

A 

 

地域の保護者に対する子育て支援をしている 

（子ども・子育てに関する相談・園開放） 

C 

地域における連携・交流をしている 

（他園との連携・子ども家庭センター・保健センター） 

B 

 

保
育
の
実
施
運
営
・
組
織 

各種会議を適切かつ効率的に進めており、会議録を

全職員に周知し、職員間の共通理解に努めている 

B  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職員の資質向上を深められるよ

うに研修内容や研修体制を園内で

も考え、意識をもって取り組める

ように努めたい。 

職員間で報告・連絡・相談の体制が機能している B 

園児や保護者に関する個人情報を適切に取り扱い、 

守秘義務の遵守を全員に周知している 

A 

苦情受付窓口を設置し、苦情解決体制が整っている A 

安全計画に基づいて、避難訓練、不審者訓練、交通

安全指導等を行っている 

B 

事故を防ぐため、事故防止チェックリストや室内外

の安全点検を行い、危機管理意識を高めている 

A 

 

職員の資質向上のため、園外研修、法人内研修の機

会が確保されている 

C 

保育課題への共通理解や協働性を高め、園全体とし

ての保育の質の向上にむけ、園内研究を行っている 

B 

 


